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海産卵胎生硬骨魚類エゾメパノレ SEBASTESTACZANOWSKII 

(STEINDACHNER)の生態学的研究

1. 精巣の季節的変化

五十嵐孝夫*

Ecological Studies on a Marine Ovoviviparous Teleost， 
Se加stesωozα仰 wskii(STEINDACHNER) 
1. Seasonal changes of the tes七1S

Takao IGARASHI 

Abstract 

Some specimens of m晶rine ovovivip乱rous 旬，leos七，Sebaste8 tacU1;問削1cii
(STEINDACHNER)， were collected each month duringぬ.eperiod from Apri1 1964 
to March 1965 from co品目旬inthe vicinIもyofH比odate初日tudy泊施maturation晶nd
the seωonal histological changes of泊。も側出.
(1) The飴崎i80f出isspecies isωmpo嶋doftwop晶抗日. The an飴riorpa凶
ωnsi蜘 ofmany関 miniferou呂志ubules. In 0色herwords，色 isa tubul紅色'ype
もestis. The posterior parも is晶 sperm-reservoirwhioh is divided inllo m組 y
br品nchesand Iもωnぬinsno seminiferous tubules. 
(2) The weigh色of色heもestis(色hevalue of gonad index) in this speci，倒 begi国
toincreωeinAugusも，rising sudden1y in Sep句mberand reaching a high in Oc色ober.
Th岨，i七deereωωsuddenlyin Deωmber品ndJ，皿uar.y，岨dis凶 itslowesもbe色ween
Febru晶，ry晶ndApri1. 
(3) 明治monthlychange ofぬevalue of gonad index agrees closely wiぬもhe
mon出lyresult of色hehi前ologicalobservation of曲。 ω，stis. The time when 
もheweight ofぬe旬stisis色hehighest coincides with色hemo的 funcもionalperiod of 
略蹄m晶め宮組側i日. The disoharg担gperiod of色hesperm or the copulatory period 
occurs in志hen白色 m阻ぬ. The weight ofもhe句悦isdecre腿倒 sl培htly.
(4) The sperm的ogonia.appωr in December from be何回nthe base membr岨 e
and志he飴 miniferousepiぬ.eliumin色heseminiferous tubule， and beginωdevelop 
h 跡地.匂m 附 genesis句協 place晶ctivelyin September， and more附 ively
in 00色崎町.
(5) The oell wall of a spぽm晶初宮o凶umexp岨 .dsgradually and forms晶 cy呂志
whlch contains syncytium. Then ぬenuclei produce日 many sperm乱色ocyte自 I>y 
division. The cy'訪日 dis晶，ppear包色hestage of spermωozo晶 and色heseminiferou自
tu bule is fill骨dwi白色，hesperm田.
(6) In伽 1則的噌'eofもhe自perm晶句'gene由，晶 cert組問ountof secreもionis 
produωd担ぬeseminiferous tubule wi白色hespぽmaωzo畠 whenthe cy凶 bre，乱ks.
The secreもionis dyed by eosin， and iもisperhaps the Bub叫姐ce色oBUpport Bperm日
晶nd色osupply nutrim聞事給油e叩erm司. T凶自ub陶 nceremains inもhespermiducもs
and the時田rm-re鈎rvoirsfor abo凶fi.vemonもhsafter cop叫ation.
(7) From hls句logicalobservation，色hes伽ge目 ofthe maturi色yof the飴stis
can be divided inω もhreeperiods，ωfollowB; 

- 北海道大学コtk産学部水産動物学講座
(LabO'l切削1101 Mar初eZoo均'y，FacuUy of Fisherie8， Ho1c1caido Univer8i勿)
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北大水産業報 [XIX， 1 

1) The prep品川iveperiod for色he8perm晶ωgene曲
.Dωember.... April 

2) The period of 8perm晶ωgen側面
. Ma.y.... October 

3) The discha噸ngperiod ofもhe8permat白川
November 

緒雷

魚類の精巣IL関する研究は，淡水産の卵生，胎生及ぴ卵胎生魚類について多く行われ，その精巣熟

度の季節的変化，精子形成の過程，又は生殖細胞の起原等，数多くの報告がある。しかし海産硬骨魚

類にあっては，精巣の組織学的研究は少く、特IC周年にわたる季節的変化を明かにしているのは，卵

生の魚類では山本(1953)のクロガレイ Liopsettaobscura，立石(1957)のマサパ Scomberjaponicus 

の報告，胎生魚では Tumer(1938)の Cymaωgasteraggregata，水江(1961)のウミタナゴDitrema

tem押lInckiについての報告があるに過ぎない。また， 卵胎生海産硬骨魚は， 主としてフサカサゴ科

Scorpaenidae IL数多く見られるととは既知のことであるが，現在までその生殖，生態等明かにされ

ている種類は，水江(1957，'58， '59)によるカサゴ Sebastiscusmarmoratusとメバル Sebastesinermis 

の2種のみである。

卵胎生魚類の生殖に関しては，卵生および胎生魚類との比較は勿論，同じ卵胎生魚類聞においても，

その生殖習性ならびに生殖巣の形態，機構等にいろいろ相違が見られる乙とは当然推定され，乙れが

究明は，魚類の系統，分類学上きわめて重要な示唆を与えるものと考える。

筆者は今回，北海道沿岸に普通に見

Table 1. The number of specime:国阻dぬe
gon吋 indexin males of Sebωtes taczanoωskii in 
帥 chmonぬ

Date 

Apr. 17 

May. 1 
16 

]un. 
14 

]u1. "' 
14 

Aug. "' 
24 

Sep. 14 

Oct. 5 
16 

Nov. 6 

Dec. 4 

]an. 14 

Feb. 16 

Mar. 3 

No.of 
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z
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'
"
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官
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n
υ
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o
n
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喧

且
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1

1

1

1

 

Gonad index 
(m品 nv乱lue)

33.6 

46.9 

43.8 

42.5 

58.4 

227.2 

261.8 

232.0 

131.2 

73.8 

32.0 

28.5 

Tota1 116 

Gon晶，dindex = a・G/L8
晶=consぬ凶 (10・)， G=Gon晶dweight (gr)， 

L=To句llength(mm) 

られるエゾメパル Sebastestaczanowskii 

(STEINDACHNER)を周年にわたり，各月連

続して採集し，生殖巣を組織学的に精査する

機会を得fこが， 第1報として精巣の精子形成

過程の季節的推移について述べ， 次報で卵巣

の季節的変化を報告し，併せて両者の関係、に

ついて触れてみたいと考える。

本論IC入るに先立ち，本研究の御指導およ

び原稿の御校閲を賜った北海道大学水産学部

教授岡田倒博士に深く感謝の意を表する。

また，材料の採集，整理に多大の御協力を願

った，当時北海道大学水産学部学生表勲夫，

佐藤隆義両氏IC心から御礼申上げる。

材料および方法

本研究に使用した材料は， Table 1 IL示す

ごとく， 1964年4月より 19日年3月に至る

間，各月採集したエゾメバル Sebastes

taczanowskii (STEINDACHNER)の雄魚 116

尾である。とれらはすべて三尾 (1961a，'61b) 

の耳石法lとより年令査定を行った結果， すべ

て4才魚以上で，生殖巣の著しい差異は見出

せなかったので，一括して成魚として取扱っ
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エゾメパルの生態学的研究 (1)

化。材料は全長，体重を測定じた後，精巣を摘出し. その外部形態観察，重量測定を行い，さらに各

月4個体乃至10個体の精巣を Para妊in法lとより組織切片とし， 内部組織の観察を試みた。なお染色

は Delafield'shaematoxylinとEosinの二重染色を行った。

五十嵐:196句

果

1) 精巣の外部形態および季節的変化

本種の精巣は PlateI， Figs. 1， 2 K示すCとく，鰻の後半部の精巣網膜に左右独立して懸重し，各

々の連絡はないが， JlI F~ 11:近い先端で 1本の細い輸精管となって敵合し，雄性突起の部分11:尿道とは

別個に関口している。左右の精巣は略同形同大であるが，明確に2つの部分に区別きれる。すなわち

精巣の前部(JlI門より遠い部分)と，後部(JlI門K近い部分)とは，略中間部を境11:，その大きさを

異にし，特に精子形成期において，その区別が明瞭となる。前半部は5月より 6月にかけては黄白色

で，細長い楕円形を呈するが， 9月頃よりその大きさを増し 10月より 11月にかけては卵形に膨大

し，色も黄土色となる。精巣の後半部も 5月より 6月にかけては黄白色の細長い管状をなすが 8月

より 9月K至って精巣前半部が容量・重量共K増加しても，乙の部分は余り肥大しない。しかし10月

より 11月に至ると， 急激にこの部分が膨大し，色も白色を帯ぴ，遂lとは精巣の中でとの部分がもっ

とも成熟しているかのCとき観を皇する。 12月以降，放精が終ると精巣は収縮するが，その場合，前

部後部とも大体均等に小きくなって行く。

2) 精巣重量の季節的変化

精巣の重量を表わすのに Ha句.naka(1953)が，サンマ Cololabissaira (BREVOORT)の生殖巣の重

結察観
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北大水産業報 [Xl~. 1 

量変化において用いた生殖腺指数を使用した.すなわち重量を測定した精巣は，生殖康指数を計算し，

各月のものをそれぞれ算術平均した。 T.able1， Text.，五gurelは.:a-月別に平均した生殖線指数を示

した表および図であるが， ζれによるとエゾメバルの生殖腺指数は 4月から 7月迄は回以下であ

り. 8月11:至っても僅かに 50を超える程度であるが. 9月になると急激に指数は上昇して 220を超

え.10月には最もその値が高く.261を示す。 11月.12月と次第に減少し 1月になると急速に50

以下に減少し 3月は 1年中で最も低い値を示している。

3) 精巣の組織挙的観寝

前章で記述した精巣重量測定の結果と.総織学的観集結果とを照合し，精巣熟度の季節的推移なら

びに精子形成の過程を究明するため，各月にわたる精巣の組織学的観察を行った。

A 精巣の内部形態

本種の精巣は外部形態の項で述べたととく，精巣は前半部と後半都K明檎11:区別されるが，乙れを

組織学的に見ると.前者は精巣本来の目的である精子形成を行う造精部であり，後者は輸精管が肥大

した一種の貯精部である乙とが知られた。すなわち前半部は中K細精管をもついわゆる tubul且rtype 

の構造を示し，乙乙で精子形成が行われる。細精管の内側基底膜上11:精原細胞が現われ，精原細胞は

多核形成で多数の精母細胞を造り.ぞれが1個の包嚢 cystK包まれる。包嚢は精虫の s時 elC至る

と消失し.lumenの部分に流出し，締精管は精虫で充満する。 ζの精虫は ductK集められ，後部の

貯精部K送られて一時多量に貯蔵される@後半部の内部組織は造精部とは全く呉り，細精管を構成せ

ず，また単重量ではなくて平滑筋繊維によって各室に分かたれ. 乙れが不規則iζ排列し，その各々が各

所で連絡し，さらに中心となっている輸精管に連絡する。換言すれば，乙の貯精部は輸精管が大きく

膨張し，内部が嚢状K枝分れしたものと考えられる。前述のCとく，造精部で形成された精虫が放出

される前に一時多量に貯精される訳であるが，造精部で精子形成が盛11:行われ，重量が増し，容量が

大きくなっても，いまだ細精管が精虫で充満きれない時は貯精部は小さい。併し細精管中IC.精虫が多

く見られる頃になると，貯精部には精虫および分泌物が多量に送り ζまれるため甚しく膨張し，容量

も増して来る。精子放出後は造精部，貯精部ともに均ーに収縮する。

B. 精巣内部組織の季節的変化

精巣内部組織の季節的変化を各月にわたって観察した結果は次のごとくである。

4月17日に採集したエゾメルパ雄の精巣は，すべて細精管および貯精嚢中にわずかに精虫が点在し，

同時IC.細精管中IC.精原細胞と多数の開質細胞が見られ，精子形成準備期に相当する (PlateI. Fig. 3)。

すなわち細精管は弛緩しているが，精原細胞が基底膜と精上皮細胞との問に見られ， 中にはそれらが

発達して包蜜を形成して lumenの中に張出しLかなり進んだ stageのものも観察されるがその数は

少い(PlateI. Fig. 4)。精巣後部の貯精獲の内部には Ec蝿inK好染する頼粒状分泌物が各所に見られ，

精虫が僅かに残存する (Plate111， Fig. 17)。

5月16日に採集した精巣は，精子形成初期の様相を呈し，造精部の大半の細精管は包嚢を形成し，

各々の包嚢は様々な s旬.geを示す。すなわち精原細胞の多核分裂が盛んとなり.lumen部は薄膜で閉

まれた包饗によって埋められる (Plate1， Figs. 5， 6)。

6月および7月の精巣は 5月の精巣の内部組織とほとんど同じ状態であるが 8月24日採集の精

巣は，細精管内の精細胞の分裂が進み， lumenの中空部は包嚢によって満される (Plate1， Fig. 7)。

乙の包嚢内の精細胞は，おのおの発達の段階が異っていて，ある包要の中は一様に spermatidまたは

sperma蜘 O佃であり， ある包嚢の中は spermatog∞iaが分裂して多数の spelmatccytes1となってい
るという具合11:，包嚢毎にその内部の発達の進度が異っている (P1ate1， Fig. 8)。ー断面の細精管内

の包嚢の数は 5~10 で，早く発達した包嚢はその形も大きし その内部の精細胞も s勉geの進んだ

ものを含み，精細胞の数も多い。後から出来た包嚢は形も小さしまた中lC.含まれる精細胞の数も少

ない。細精管lと続く輸精管にはいまだ精虫は見られず，貯精事事Iとも分泌物残澄がわずかに残るだけで

-22-



19倒 五十嵐: エゾメバルの生態学的研究 (1)

精虫は見られない。

9月15日に採集した精巣の内部組織は，造精部の包寝中の精細胞が精虫の段階まで進行し，精虫は

包軍医が破れて lumen部IC流出し， 次いで輸精管中IC押出きれ. 貯精部tとも精虫が充満し，その容量

も著しく増加しているのが観察される (Plate11， Figs. 9， 10)。

10月は精子形成の最盛期と推定されるが 10月16日採集の精巣の内部組織を観察すると，造精部

の包費はほとんどが破れ，細精管は膨張し，特に輸精管近くの細精管は精虫が充満している (PlateII， 

Fig.11)。貯精部の各小嚢も精子で充満し， 9月の貯精部よりかなり肥大する (PlateIII， Figs. 18， 19)。

また ζの時期には，早くも細精管の基底膜Ir沿ってー列11:並ぷ新しい精上皮細胞が現われるのが観察

される (PlateIL Fig. 12)。

11月は交尾(精子放出)の月と推定されるが， 11月6日採集の精巣の細精管は，精虫と共Ir分泌物

も流出し， lumen部の空隊が目立つて来る (Plate11. Fig. 13)。貯精部は 10月の場合とほとんど変ら

ないが，中には精虫の密度が小くなって来て， 間もなく細精管の収縮が予想される精巣も観察された。

12月4日Ir採集した精巣は，外観上かなりの変化が見られるが，内部組織においても著しい変化が

見られた。すなわち，細精管は未t:lumen部に精子が見られるが， 基底膜は肥厚し，それと精上皮
細胞との聞に精原細胞が認められ，早くも次の精子形成の準備期に入っている ζ とが観察された

(Plate 11. Fig.14)。一方，貯精部には，いまだ精虫が残留するが空隙が多くなり，逆Ir多量の頼粒状

分泌物が観察される (PlateIIL Figs. 22，23)。

1月14日採集の精巣は 12月の精巣内部組織と同様であるが， 細精管中の精原細胞はやや発達し，

核がHaematoxylinK良く染って観察される。貯精嚢には精子が見られるが，前月よりも次第に収縮

の状態を示している。

♂ 2月16日採集の精巣は，細精管中に前月までは若干残っていた包嚢は全く見られず，精虫も輸精管

およびその近くの細精管lとわずかに見られるのみである (PlateII， Fig. 15)。

3月3日採集の精巣は.細精管は全く弛緩した状態であるは，精原細胞はかなり stageを進め，中

には新しく包嚢を形成するものもわずかながら観察され， lumen部は中空である (PlateII， Fig. 16)。

貯精部は収縮し，わずかに精虫が残存するのみである。

エゾメパルの精巣について各月の組織標本を観察すると.以上のCとき経過をたどり周期的に毎年

繰返えされるものと恩われる。これらの精巣の成熟過程を大別すると次のごとくになる。すなわち

5 月 ~'6 月・・.... ......精子形成の時期

11月 ・・・・ ・・・・精子放出の時期(交尾期)

12月 ~4 月・・..・・・・・・・・精子形成の準備時期

の3期に大別される。

なお本種とは近縁の種であるメパル，カサゴの精巣の周年変化は水江(1958，'59)によると，メバル

では 7 月 ~9 月精子形成準備期， 10 月 ~11 月精子形成期， 12 月交尾期， 11 月 ~6 月精子形成休止期

とし，カサゴでは 6 月 ~8 月精子形成準備期 9 月精子形成期 10 月 ......11 月交尾期， 11 月~5 月精

子形成休止期としている。エゾメバルの精巣は，精子形成休止期を持たず，メバル・カサゴに比べ精

子形成準備期および精子形成の時期がかなり長期におよび. ほとんど周年を通じ，精子形成の各

stageの精細胞が観察された。

考察

1) 精巣軍量の季節的変化と組織学的観察結果との関係

一般に体外受精の魚類Ir於ては，精巣の重量を測定し，精巣の成熟の過程を推定している場合が多

い。すなわち，精巣重量の最大の時期を以て精巣の完熟時期としている。筆者は今回エゾメバルの各

月精巣重量を7JIJ定し，乙れと並行して精巣の組織学的観察を併せ行ったが，本種においては Table1， 
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Texit-fig_ 1に示すCとく. 9月K精巣重量が急増し， 10月Iζ最高値を示すが， この両月は組織観察

的にも精子形成の最盛期であり、本種精巣の完熟期であることが明かである。 11月の精巣は，精巣重

量は前月Ir比べ少し低下するが，輸精管および貯精嚢は精虫で充満され， さらにまた， ζの時期以後

の卵巣内に精虫が見られる ζと等lとより，乙の時期に放精が行われるものと推定される。次いで12月，

1月と精巣重量は急減するが，精巣重量が上昇して行く速度より，減少して行く速度の方がやや緩慢

である。とれは本種の輸精管や貯精部中K，精子形成の際の分泌物が放精後もかなり長期間残留する

ためと思われる。 乙の分泌物が，崩解吸収されると貯精部が収縮し 2月--3月K年聞における最低

値に降下するが， ζの時期には，造精部においては精原細胞が徐々に発育を始め，精子形成準備期の

組織像を示している。 ζの様11:精巣の重量変化と組織学的観察とは一致し，本種のCとき卵胎生魚類

にあっても，精巣重量の最大の時期が精巣の完熟期である ζとが知られた。なお本種の卵巣の場合，

卵巣重量の最大の時期は，仔魚放出直前の5月--6月上匂であるが，組織学的に卵巣卵が完熟し，受

精が行われて卵割卵が観察されるのは 4 月中旬~5 月上旬であり， この時期が卵巣の完熟期である。

したがって卵巣重量最大の時期と卵巣の完熟期とは一致しない。

2) 精巣の内部組織について

魚類の精巣は，その内部組織により 2型に分けられる。すなわち 1型はメダカ Oryziaslatip回(西

川， 1956)の精巣や，淡水産胎生魚 Fundulusheteroclitus (Matthews， 1938)の精巣のごとく知bular

typeのものであり，精巣は細精管を有し， duct によって輸精管に連続しているものである。他の 1型

は Percaflavescens (Tぽ ner，1919)や Umbralimi (Foley， 1926)の精巣のごとく，精巣11:lobule 

を持っていて，その中に包嚢が出来るものおよぴクロガレイ Liopsettaobscura (山本， 1953)やニシ

ン Clupeapallasi (高田， 1955)の精巣の様11:，精巣の大部分が包嚢から成立っているもの等である。

エゾメバルの精巣は前者の型K属し.精巣には明かな細精管を有する。メバル Sebastesinermis，カ

サゴ Sebastiscusmarmoratusおよびマサパ Scomberjaponicusもζの型K属する ζとが知られて

L、る。

また，山本(1953)は魚類の精巣の成熟の様式を，Umbra limiや Liopsettaobsucuraのごとく，

判然とその成熟度を区別出来るものを Umbra-typeとし，然らぎるものを Fundulus-typeとして2型

の存在する ζとを指摘しているが， エゾメパルの場合，Fundulusと同様に精巣の成熟度も sper-

matog∞ium， S'戸rmat∞yte，spermatidおよび spermat侶棚の4段階に画然と区別する ζとが出来
ず，乙れらの各種精細胞はほとんど周年細精管に認められることより Fundulus-typ邑に属するものと

考えられる。

3) 精原細胞の起原について

魚類の次年度の生殖細胞の起原についてはいまだ定説がなく， Turner (1919)はPercaflavescens Iと

おいて，精原細胞の起原は精巣以外の場所からの移動細胞であるとしているが， Foley (1926)は

Turnerの様に考えるのは疑問であり， 精原細胞は精巣内の或る点より移動して来た細胞に由来する

と Umbralimiの精巣について述べている。山本(1953)もLiopsettaobscura について，新生細胞

は精巣内より移動して来た Amoeba状の移動細胞が起原であるとしている。しかし Vaupel(1929)は

Lebistics reticulatus において，その生殖細胞は包嚢中Ir発見されると述べ，高田(1955)は Clupea

pallasi について， 次期の生殖細胞は，精巣の包嚢壁の内側K接して存在する末分化の細胞群から由

来するとし，西川 (1956)もOryziaslatip自について，精巣の精巣周辺部の細精管はすべて若い時代

の精原細胞を含み，細い帯状を形成し周年在留しているが， ζの細胞が次年度における生殖細胞の起

原になると述べている。

エゾメパルにおいては，著者の観察した範囲では，細精管の聞にはわずかな間質細胞以外の細胞は，

各月とも全く認められず.精原細胞が精巣以外から移動して来る形跡は見られない。本種の精原細胞

は，細精管の精上皮と基底膜との間から 12月頃現われ 2 月 ~3 月と漸次それが発達しながら精子形
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1関8] 五十嵐: エゾメパルの生態学的研究 (1)

成を待っている状態であり 5月になってはじめて精子形成が開始される。

4) 精巣内分泌物について

本種精巣の精子形成過程中11:::，精巣内K Ec陪inK好染する頼粒状分泌物が観察される。乙れは細精

管内の包寝中の精細胞が次第に stageを進め，精虫となる時1<:特1<:多量に観察される。包畿が破れる

とζの分泌物は精子とともに細精管の lumenの中に流出し， 細精管は勿論，輸精管，貯精雪量中にも

見られるが，貯精嚢は特lとその量が多く，交尾後もかなり長期間残留する。精子は乙の分泌物を中心

1<:接着するが，水江(1961)によるウミタナゴ Ditrematemmincki，五十嵐(1961)によるオキタナゴ

Neoditrema ransonneti等の精子のごとく spelm-ballを形成するような ζとはない。 しかし明かに

この分泌物の周囲には多くの精虫が附着し，精虫はとの分泌物lとより支持され，また栄養を与えられ

ているものと推定される。

要約

1. 1965年4月より 1966年3月K至る問， 函館近海産の海産卵胎生硬骨魚類エゾメバル Sebastes

taczanowskii (STEINDACHNER)を各月採集し，精巣熟度の季節的変化を組織学的に観察した。

2. 本種の精巣は構造上明かに二つの部分に分かれている。すなわち精巣の前半部は多数の細精管よ

りなる tubulartypeの造精部であり，後半部は輸精管が肥大して貯糟部を形成し， ζの部分ILは細

精管は存在しない。

3. 精巣重量(生殖腺指数)は 8月より増大し始めるが9月に急増し， 10月に最高値を示す。その

後， 12月 1月K急減し 2月より 4月が最低重量である。

4. 精巣重量の各月変化と精巣内部の組織学的観察結果とは一致する。すなわち精子形成最盛期の10

月tと精巣重量は最高値を示し，交尾期は 11月と推定される。

5. 精細胞は多核形成であり，精原細胞の核が分裂して多数の精母細胞を造り， それが1個の包嚢に

包まれる。包嚢は精子が形成されると消失し，細精管は精子で充満する。

6. 精原細胞は 12月IL細精管中の基底膜と精上皮との間から現われ 3月に至って発達し， 精子形

成は9月K活発となり， 10月が最盛期である。

7. 精子形成の終期に精子とともに穎粒状分泌物が流出する。この分泌物は EosinK好染し，交尾後

約5ヶ月残留し，後吸収されるが，精子の支持および栄養供給の物質と推定される。

8. 精巣重量および内部組織の観察結果より，本種の精巣の成熟過程は次の3期に大別出来る。

精子形成準備時期

精子形成時期

精子放出時期(交尾期)
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PLATE 1 

Fig. 1. The external句P帥 ranceof色，he七e約isωllootedon Oct. 5， 1964 (x 3) 
Fig. 2. Ventr晶1view ofもhesame総帥is晶sin Fig. 1 
Fig.3. A cro関ー旬。もionview ofぬean旬riorparもof色he句前isco11ected on Apr. 17， 1964 
(x 50) 

The関miniferoustubules乱，re鈴enclearly andもhere晶rem晶nyin飴m出i晶.1 cells and 
connooもive出sues.
Fig.4. M:晶伊温cationof Fig. 3 (x 250) 
There晶，remany de:veloping cy蜘 incontaot wiぬ色hebωe membrane， andもhemany 
sperm晶もooyt倒晶reinoluded in a oyst. 
Fig.5. A oro目s・seotionview of the晶n句riorp晶吋 of色he旬前is001100ぬdon M晶，y16， 
1伺4(x 40) 

The seminiferous tubule広rowsmoreもhanin色heformer mon'ぬもosome exもent.
Fig.6. M昭凶fioationof Fig. 5 (x 4∞) 
The spermatooy蜘晶，reperformingぬefirst and色he附 ondmaturation divisio田.
Fig.7. A crωs-section view of泊。晶nもeriorp晶前 ofぬ白色銅色isool1eo飴don Aug. 24， 
1964 (x 80) 

The紛 miniferoustub叫ωωnbe 01ω，rly駒田・ Sperm晶もogene由包的 i旬 pe晶k. All kinds 
of oy蜘 indiff骨，rentstag網島，reseen inもhese国訓ferousもub叫倒.
Fig.8. M略n泊oationof Fig. 7 (x 4∞) 

Many sperm晶旬。戸es，spermatid and呼erma'旬畳O晶乱，reseen泊 theoy胸.
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PLATE II 

All :figur嶋ぽ官倒閣・刷出国 ofthe阻総出)rp肢も of刷出 inVa.riOU8 8色略倒・

Fig.9. A旬自色isco11oo句don Sep弘15，1964， (x 80) 
Sperm前ogen.剖sis progr欄 ingin伽悶凶erousぬb叫ω.
Fig.1O. M昭凶盆ω針。nof Fig. 10 (x 250) 
Ther官町咽 ma.nysperm晶色ozoa.前七hepor低onof曲。 lum組組dsperma.ω'genesis句kes
pl品。evigorously in仙骨郎副nifero国もub叫ω.
Fig.11. A畑出 oollωωdon0払 16，1船4(xω)
The seminiferous tub叫倒紅白 large阻 dfilled wiぬ色hesperma.'色0回晶・
Fig.12. Ma.酔ificωionof Fig. 11 (x 400) 
The島eminiferou田知bul倒晶，recompleぬ，ly創ledwi出品 la.rgequa.n出，yof sperm晶句切晶.
New seminiferou自 epiぬ.eli晶h肝 ebeen produ偶 don色heb鋪emembr岨 .e.
Fig.13. Aも側出。ol1ec句don Nov. 6， 1964 (x 80) 
The seminiferous tubul倒館自由runkenb骨偏u鴎 ofthe disch晶rgeof色hesperm晶ωzo品
。晶usi且gもhelumensもobωomeempもy.
Fig.14. A刷出 collec凶 onDec. 4， 1964 (x 4∞} 
The sperm晶旬go凶晶 a.ppe也，rfrom b的，ween色hesemin首位ousepiぬ.elium a.nd the bω8 
membrane，阻dもhein旬帥iも，ialωUs晶，reseen晶，mongぬ.eepiもhelium. The lumens晶m
ho11ow inもhi且前a.ge.
Fig.15. A句stisco11的旬don Feb. 16， 1965 (x 80) 
The cy凶-w晶l1sin the seminiferou自色ubules晶reswo11en. 
Fig.16. A剛志isco11ec飴don M:畠r.3， 1965 (x 80) 
The 田，miniferoustubules a.re in 晶 sla.ckenedcond品ion. They 的illcon旬in a li悦:le
secr，例ionin it. 



PLATE III 

All盆gur楓 v 鵬 cr欄・脚色i(}ns(}f伽 pω旬，ri(}rp闘い，perm-re幽rv(}ir)(}f伽畑出 h
vari(}us蜘伊，e:r，ωμf(}r F拘置.19'w凶 hぬ何8&使榔剖備蜘 of蜘 middlep回.

Fig. 17. The same畑出舗 inFig. 3 (x 50) 
The泊且.erpart (}fもhesperm.:re騎押oirI8 divid同也知 m岨 ybranche圃姐d也ereare n(} 
駒 miniferousもub叫側担色hisporもi(}n.
Fig. 18. T1凶脇m 協働制 inFig. 9 (x回)
The旬。，rm-re胎rv(}出品，ree山，rged晶.nd創ledwiぬ晶l&rgequan1均 ofoperm蜘沼崎.
Fig. 19. The middle po品i冊。f伽鋤，me飴地ωinFig. 18 (x国)
The阻ぬri(}r畠，ndp倒旬rior戸Z旬 d色he蜘抱町edお也gtrishedcle&rly. 
Fig. 20. The sameも側出 ωinFig. 11 (x 20)ぬowingぬem日imumcondi色i(}n(}f 
停慣mre関rv(}ir.
Fig. 21. Mang述。ωwnm Fig. 20 (x 80) 
Fig.22. The脇町畑出品目 inFig. 13 (x回)
The自perm骨 86"由 whichh島田b申伊n色oohrink晶合併色hediocharge of sperm脇田島・
Fig.23. M:畠gnification(}f Fig. 22 (x 250) 
There町。 few自permsinもheηerm・r明智voir，bu色晶 largequant草色yof防白etionremains 
ini色.
Fig. 24. The sa.me闘蜘鋪 inFig. 15 (x別)sho拍 19伽 swollenoon品 ionof伽
spermreservoJr 
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